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2026 年 6 月 12 日に開催された 

2026 年度定時評議員会の概要をお知らせします。 

 

＜決議事項＞ 

●第 16 期（2025 年度）計算書類等の承認の件 

・5 月 13 日(水)～5 月 19 日(火)に監査法人による監査、5 月 22 日(金)に監事による監査を実施し、業

務及び財産の状況等について適正であると認められた。 

・収入 3,474 百万円(経常外含)に対し、支出 3,067 百万円で、税引前 407 百万円の黒字。収益部門は

129 百万円の黒字であったため、法人税等が 34 百万円発生し、最終的に 373 百万円の黒字となっ

た。なお最大 550 百万円で承認いただいていた特定費用積立は 450 百万円となった。 

・公益会計財務三基準（収支相償・公益目的事業比率・遊休財産額保有制度）はクリアしている。 

 

【決議事項】 

提案のとおり、第 16 期（2025 年度）計算書類等を承認する。 

なお、詳細は JVA ホームページを確認いただきたい。 

2025 年度（第 16 期）決算報告書 

 

 

＜報告事項＞ 

●2025 年度（第 16 期）事業報告について  

・2025 年度期初に策定した事業計画に対する各事業の実績をまとめ、「重点実施項目に対する取り組み

の概要 5 項目」の振り返りと「2025 年度の課題と今後の目標の 4 項目」について説明された。 

また、理事会において、ガバナンス強化に加え、事務局職員がそれぞれ業務を通して成長できるよう

に、協会内のコミュニケーションをさらに取ること、また、局内の環境についても検討するよう指示

を受けているため、26 年度に実施できるように努めていきたい。 

 

なお、詳細は JVA ホームページを確認いただきたい。 

2025 年度（第 16 期）事業報告 

 

 

●報道関連対応の進捗について 

4 月 3 日付で評議員会から提出された意見書に回答済みではあるが、3 月 18 日の「偽装の疑いがある上

申書についての報道」を受けて、現時点で対応している進捗状況について共有させていただく。まず内

部調査を行い、再度関係者にヒアリングした内容を踏まえて、第三者的な立場の方々に改めて調査をし

てもらうことを決めた。一昨日、評議員にも共有したとおり、今回は第三者委員会ではなく、特別調査

https://www.jva.or.jp/wp-content/uploads/2026/06/2025-2026financial_statements.pdf
https://www.jva.or.jp/wp-content/uploads/2026/05/2025-2026workreport.pdf
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委員会を設置した。構成員としては、コンプライアンス委員長でもある外部理事に、第三者的な立場が

担保されていることを確認した上で、これまでの経緯を知っている観点から参画いただく。そのほか、

コンプライアンス・ガバナンス関係に強い外部の弁護士の方で、過去当協会と利害関係がなかった方 2

人を選出させていただき、特別調査委員会を立ち上げることを理事会で確認し、調査を委託している。

この調査結果をもって、しっかりクローズできるようにしていきたい。 

もう 1 点については、日本代表選手に逮捕者が出てしまい、この改善対応についてトピックスという形

で公表した。同じタイミングで SV リーグでも全選手に対して、薬物検査を義務化し、検査を実施した

上でリーグに臨んでもらうことを伝えている。日本代表についても、来月の理事会において、日本代表

を選ぶ上での選考規程を新設し、その規程に基づいて代表を選んでいく。そして代表として招集する際

には、コンプライアンスに関連する事項について一切不具合がないことを確認した上で招集したいと考

えている。 

 

●次期「評議員会」への「引継書」作成について（山本評議員会議長より） 

現在日本バレーボール協会の執行部は組織の根幹であるガバナンス・コンプライアンスの大改善に取り

組んでいる。言うまでもなく、執行部の運営状況を評議員会は監督する責務がある。今期の評議員はこ

の定時評議員会で任期満了となるが、一方でガバナンスの大改善は継続的に行われていく。そこで現評

議員会としては、次期評議員会に向けて現状の問題点や進捗状況を伝えるための引継書を作成した。 

 

●評議員選定委員会の選定結果について 

評議員会および理事会で承認された重任および新任候補者について、4 月 28 日に開催された評議員選

定委員会で審議を行った。結果として 25 名を次期評議員として選任することを全会一致で承認され

た。 

・25 名の内訳として、女性評議員の比率が 12 名で 48%、外部評議員の比率が 8 名で 32%となったた

め、ガバナンスコードで求められている比率をどちらもクリアしている。 

・新評議員 25 名一覧 

 評議員一覧 | 公益財団法人日本バレーボール協会 

 

 

●評議員の任期満了について 

本日の定時評議員会終結をもって、現任の評議員 22 名が任期満了となり、退任される 13 名の評議員に

ついて説明された。 

 

■退任評議員 13 名 

2026 年 6 月 12 日の定時評議員会の終結の時をもって任期満了 

  

https://www.jva.or.jp/council/
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山本章雄、菊間千乃、黒田謙二、佐藤文男、下村英士、杉山明美、田原淳子、平野ノラ、堀田利子、 

水間尚、村瀬登使文、村松喜一郎、山ノ川孝二   

 

 

 

 

以上     


